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研究成果の概要（和文）：粘土面上に発光性イリジウム（III）錯体を吸着させてそれをドナーに用いた3重項消
滅反応による光エネルギーアップコンバージョン系（UC）の構築を目指した。着目したのは、粘土面に２次元規
則性に整合したキラル錯体間相互作用による光エネルギー移動の効率化である。まず、二重発光性を狙い、それ
自身が発光性を有する配位子をもつイリジウム（III）錯体の分子設計・合成を行った。その結果、主生成物と
してはトランス体が得られ、珍しいシス体も単離できた。両者の２重発光性挙動を比較した。次にイリジウム
（III）錯体を含む系に当研究室で独自に開発したレーザーシステムを用いた測定を行った結果、ＵC光の検出に
成功した。

研究成果の概要（英文）：In this study, upconversion systems have been attempted using the hybrids of
 iridium(III) complexes and synthetic saponite. At the first stage, an iridium(III) complex with a 
photoemitting ligand was synthesized through the conventional routes using corresponding dimeric 
species. As a result, trans-(N,N) and cis-(N,N) isomers of a heteroleptic cyclometalated Ir(III) 
complex were obtained as major and minor products, respectively. Here the production of the cis-(N,
N) isomer was rare among similar synthetic approaches. Their emission properties in dichloromethane 
solutions were for the wide range of excitation wavelength and temperature.　To the best of our 
knowledge, this is the first report on the influence of cis-trans isomerism on the dual emission 
behaviour of Ir(III) complexes. At the next stage, the measurements of upconversion were performed 
with the laser systems developed in our laboratory. The effects of synthetic saponite on 
upconversion efficiency are now under progress.

研究分野： 機能物性化学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では初めて、アップコンバージョン系の構築として、無機ホストとして粘土ナノシートの利用を提案し
た。地球上豊富に存在する粘土鉱物を用いて光を長波長から短波長へ変換することができれば、環境負荷の少な
い“光エネルギーの高度利用”となる。製造するナノメートルスケールの超薄膜は、希少金属イリジウムの使用
を最小限に抑え、大規模デバイス化への展開も容易である。 “人類の直面するエネルギーと環境の2大問題”を
同時解決することを目指した挑戦である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

シクロメタレート型イリジウム（III）錯体(以下 Ir(III)錯体)は可視領域での高い発光収率や温

度や電場に対する安定性のために有機 EL 素子や光増感剤反応などの燐光型発光材料として注

目を浴びている（例えば、S. R. Forrest et al. Nature, 440, 908 (2006)）（H. Huo Nature,515,100 

(2014) :申請者らのキラル光増感剤のレビューが引用されている（H. Sato et al. J. Photochem. 

Photobiol. C 8, 67 (2007）)。今まで本申請者らは、発光性センサー膜を製造する目的で両親媒

性 Ir(III)錯体を合成し、ラングミュア・ブロジェット（LB）膜を製造した。得られた膜は高い

発光性を示し、その強度は種々の気体雰囲気によって著しく影響されることが示した。この結果

は、Ir(III)錯体のみからなる LB 膜としては初めての報告であり、発光性気体センシングデバイ

スとしての応用への可能性を示した。（Lu et al. Chem. Soc. Rev., 44, 6981 (2015)(申請者らの 3

報が詳細に紹介されている、H. Sato et al. New J. of Chem., 34, 617 (2010)など（Hot article 

に選出）)。次に、より堅固な層構造をもつ発光性薄膜をめざして、剥離した層状無機化合物で

ある粘土鉱物ナノシートによって“裏打ち”された複合 LB 膜（粘土 LB 法）を製造した。製造条

件の最適化を行う過程で、発光色の異なる異種のイリジウム錯体が粘土面を挟んで効率的なエネ

ルギー移動を起こすことがわかった。この性質を利用し、３種類の発光色の異なるイリジウム錯

体を用いて積層順番の異なる多層膜を製造し、酸素分圧に応じて、発光色の変わる多色発光セン

シングに成功した（H. Sato et al. New J. Chem. 38, 12 (2014), New J. Chem., 38, 5715 (2014)）。 

用いたイリジウム（III）錯体がキラルであることに着目し、光学分割したイリジウム（III）錯

体を用いた粘土面における立体選択的なエネルギー移動にも成功した。(H. Sato et al. Phys. 

Chem. Chem. Phys., 17, 18288 (2015)（裏表紙に採択) 。 

 

２．研究の目的 

本研究では、２次元的に制限された粘土ナノシート面を利用して高効率にアップコンバージ

ョンを起させる光エネルギー変換系を構築する。アップコンバージョンのために現在有効とさ

れる方式は、長波長光によって励起されたドナー分子からのエネルギー移動によって３重項状

態に励起されたアクセプター分子が生じる。この励起アクセプター分子同志が衝突して３重項・

３重項消滅（TTA）を起す。その結果、一方の分子が励起一重項まで再励起され、それからの短

波長発光が起る。この機構の鍵となるのは、ドナーからアクセプターへのエネルギー移動や励起

アクセプター間の TTA を如何にして効率よく起こさせるかである。この目的のために、光反応

場として２次元粘土面を用い、さらに分子間相互配置の制御のためにキラリティを導入する。特

に TTA を起す接触（Dexter）型エネルギー交換では、分子間の相互配置が重要であると考えら

れる。既に我々は、粘土面上では分子の対称性と大きさがその２次元規則構造に整合した時、極

めて均一かつ高密度な吸着分子の配列が実現すること、またその配列様式が吸着分子のキラリ

ティに大きく依存することを示してきた。そこで本研究では、ドナー分子として粘土面との整合

性のよいトリスキレート型 Ir（III）錯体（ΔΛ異性を有する）、アクセプター分子として TTA 可

能な両親媒性化したジフェニルアントラセンやピレン誘導体（キラル部位を導入する）を用いる。

それらを粘土面および粘土層間に規則的に配列させて光エネルギーの高エネルギー化を実現す

る。ドナーとアクセプターを人工的に自在に粘土面、粘土層間に規則配列させる方法として粘土

LB 法を適用する。これらの LB 膜中の分子配列の確定のために、偏光時間分解寿命測定装置を

製作し、ドナーからアクセプターへのエネルギー移動の時間分解モニタリング方式を確立する。

エネルギー移動効率をモニターしながら、全体のアップコンバージョン効率 3%以上の最適配列



を実現する。 

 

３．研究の方法 

第１段階として、ドナー用の両親媒性 Ir(III)錯体、アクセプター用の両親媒性ピレンやぺリレン

誘導体を合成する。ドナーの Ir(III)錯体は光学分割によりエナンチオマーを得る。第一原理計算

によって電子状態を明らかにし、両者がエネルギー移動と TTA の起こる条件を満たしているこ

とを確認する。第２段階として、合成した錯体と剥離化した粘土ナノシートとの複合単層および

多層膜を製造する。膜中のドナー、アクセプター錯体の発光スペクトルの偏光時間分解寿命測定

解析から、エネルギー移動とアクセプター間の TTA 過程を解析する。第３段階として、キラル

なアクセプターを合成し、それと Ir(III)錯体エナンチオマーを用いてキラリティの影響を調べ、

量子収率の効率化を図る。 

 
４．研究成果 

（１）2 重発光性を目指したイリジウム錯体の合成と発光挙動 

本研究では、二重発光性を狙ったシクロメタレート型混合配位子イリジウム錯体

[Ir(bzq)2(PBO)]（bzq-H = benzo[h]quinoline, PBO-H=2-(2-hydroxyphenyl)benzoxazole）を分

子設計し、合成した。ここで、PBO 配位子は発光性有機配位子として注目されている。今回、

着目した点は、この錯体では幾何異性体（mer 体、fac 体）、あるいは光学異性体（Δ体、Λ体）

が存在することである。これまでに、この種の錯体における fac 体の単離や光学異性体の報告は

ほとんどない。そこでこれらの異性構造が錯体の発光性にどのような影響があるかを調べた。

[Ir(bzq)2(PBO)]の合成を行ったところ、主生成物としてトランス体が得られ、さらに副生成物と

してシス体も単離できた（図１）。さらに、キラルカラムで幾何異性体の光学分割にも成功した。

これら錯体の分子構造は単結晶 X 線構造解析によって明らかにした。 

 

図１ 合成した幾何異性体イリジウム（III）錯体：光学分割にも成功した。 

 

次に幾何異性イリジウム錯体[Ir(bzq)2(PBO)]の発光挙動について調べた。図２、図３にジクロ

ロメタン中の UV スペクトル及び励起波長 430 nm における発光スペクトルを示す。シス体、ト

ランス体ともに窒素雰囲気下にすることで酸素による消光が抑制され、りん光発光が増大する

ことが分かった。両者の発光極大波長はシス体では 570 nm、トランス体では 550 nm であり、

幾何異性構造の違いで 20 nm の極大波長の差を観測した。発光色もシス体で橙色発光、トラン

ス体で黄色発光を示し、目視においても幾何異性構造による発光色の変化を観察できた。絶対量

子収率測定では、シス体 2.2％、トランス体 4.1%であった。以上のことから、シス体に比べてト



ランス体の方が発光強度及び発光量子収率が大

きいことが分かった。 

次に、ジクロロメタン中におけるシス体、トラ

ンス体の発光寿命測定を行った。図４に、シス体

及びトランス体の発光寿命を示す。測定ではパル

スレーザー（励起波長 355 nm）を使用し、検出

波長をシス体で 570 nm、トランス体で 550 nm

に設定した。発光寿命を式（１）で解析した。発

光寿命はシス体の方が長いことが分かった。 

 

𝑦 = 𝐹0 + 𝐹1 𝑒𝑥𝑝 (−𝑡/𝜏),  (1) 

 

次に、シス体、トランス体の発光スペクトルに

おける温度依存性を調べた。図５にジクロロメタ

ン中、窒素雰囲気下におけるシス体、トランス体

の励起波長 430 nm の温度変化による発光スペ

クトルを示す。低温になるほど発光強度が増大し

ていることが分かった。これは室温では分子運動

の無輻射失活によりりん光発光が抑制されてい

たが、低温にすることで分子運動が抑制され、り

ん光発光強度が顕著に増大したと考えた。さらに

シス体、トランス体の発光寿命における温度依存

性を調べた。図６にジクロロメタン中、窒素雰囲

気下におけるシス体、トランス体の温度変化によ

る発光寿命を示す。両異性体ともに低温になるほ

ど発光寿命が増大していることがわかった。この

結果を解析したところ、Kr（輻射速度定数）は

一定であるが、Knr（無輻射速度定数）は温度

が低温になるほど減少していることがわかっ

た。活性化エネルギーは温度Ｔ，気体定数Ｒと

して式（２）から算出した。 

𝑘𝑛𝑟(𝑇) = 𝑘𝑎 𝑒−∆𝐸/𝑅𝑇    (2) 

 

以上の結果から、シス体、トランス体の発光

挙動のまとめを表１に示した。 

次に、窒素雰囲気下、ジクロロメタン中、励

起波長 320 nm におけるシス体、トランス体の

発光挙動を調べた。シス体では、測定した励起

波長においてりん光発光である 570 nm の発光

極大波長が観測された。一方、トランス体では

錯体由来のりん光発光に加えて、480 nm 付近に別の発光が観測された。すなわち、Ir(III)の関

与したりん光と PBO 配位子由来の発光の二重発光性が示唆された。 

 

図２ ジクロロメタン中、

[Ir(bzq)2(PBO)]錯体の UV スペクトル 

 

図３ ジクロロメタン中、

[Ir(bzq)2(PBO)]錯体のりん光スペク

トル及び発光色  

Δ-cis[Ir(bzq)2(PBO)]:5.61×10-5 M, 

橙色発光 

 Δ-trans[Ir(bzq)2(PBO)]:5.50×10-5 

M, 黄色発光 

図４ ジクロロメタン中、

[Ir(bzq)2(PBO)]錯体の発光寿命 

Δ-cis[Ir(bzq)2(PBO)]:5.61×10-5 M, Δ-

trans[Ir(bzq)2(PBO)]:5.50×10-5 M 

 



発光挙動の違いを解明するため、第一原理計算からシ

ス体、トランス体の電子状態を求めた。まず、全電子エ

ネルギーの比較から、トランス体の方がシス体よりも 16 

kJ mol-1安定なことがわかった。これは合成における両

異性体の生成量の違いを表してる。次に、T1状態と基底

状態のエネルギー差は、トランス体では 496 nm、シス

体では 508 nm に相当した。これは、観測された発光の

長波長のピークの差とほぼ一致している。このことから

発光極大波長の関係は、観測された発光極大波長の関係

と一致した。 

 

（２）アップコンバージョンシステムへの応用 

2 次元粘土面上でのアップコンバージョンシステムの

構築を目指して装置開発、および、ドナー、アクセプタ

ーの合成をおこなった。粘土鉱物は水中の剥離により負

に帯電したナノシートになるため、2次元粘土面上でのア

ップコンバージョンを実現させるには、陽イオン性のイ

リジウム錯体（ドナー）及び水系に非常に溶解するアクセ

プターが必要である。そのため本研究では、強発光の陽イ

オン性イリジウム錯体とアクセプター（例えば 9,10-

diphenylanthracene : DPA）を用いた TTA-UC の発現を

目的とした。 

第１段階として、3種類の陽イオン性イリジウム錯体の

合成を行った。第２段階として、両親媒性アクセプターの

設計、合成を行った。 

第３段階として、当研究室で独自にレーザーシステ

ムを開発した。UC 発現の検討として、ジクロロメ

タン中における各種陽イオン性イリジウム錯体と

DPA との TTA-UC 発現を試みた。イリジウム（III）

錯体を含む系に開発したレーザーシステムを用い

た測定を行った結果、UC 光の検出に成功した。 
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図６ 発光寿命の温度依存性 

 (左) シス体（右）トランス体、ジ

クロロメタン中、5.5 × 10-5 M. 励

起波長 355 nm, 灰色（293K）,黒

色（273K）、赤色（253K） 

 

表１ 幾何異性体発光挙動のまとめ 

    s kr   

/s-1 

 

knr   

/s-1 

 

E 

/kJ mol-

1 

cis-

(N,N) 

0.22 0.47 4.63 

× 

105 

1.64 

× 

106 

10.5 

trans-

(N,N) 

0.41 0.34 1.19 

× 

106 

1.71 

× 

106 

12.5 

 

 

図５ 発光スペクトルの温度

依存性 

（左）シス体、（右）トランス体、

ジクロロメタン中、5.4x10-5M 

黒色、破線、点線、赤色、赤色

破線はそれぞれ 293, 283, 273, 

263,253 K を表す。 
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chiral nematic liquid crystals

Soft Matter 27-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Jun Yoshida,  Shuhei Tamura,  Hidetaka Yuge, Go Watanabe 14

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
八面体型金属錯体と液晶の組み合わせで目指す未来材料

EKISHO (日本液晶学会誌) 339-342

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉田　純 21

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
嵩高い金属錯体を用いたキラル液晶の構造研究

日本液晶学会誌 105-112

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉田純，渡辺豪，佐藤久子 21

 １．著者名

10.1016/j.tsf.2017.09.058

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Hybrid film formation of a water-insoluble quaternary alkylammonium cation with clay-mineral-
layers

Thin Solid Films 377-383

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Masanari Hirahara, Yasushi Umemura 642

 １．著者名

10.1021/acs.inorgchem.7b00978

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Mechanistic Insight into Reversible Core Structural Changes of Dinuclear μ-
Hydroxoruthenium(II) Complexes with a 2,8-Di-2-pyridyl-1,9,10-anthyridine Backbone Prior to
Water Oxidation Catalysis

Inorganic Chemistry 10235-10246

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Masanari Hirahara, Sho Nagai, Kosuke Takahashi, Shunsuke Watabe, Taisei Sato, Kenji Saito,
Tatsuto Yui, Yasushi Umemura, Masayuki Yagi
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 １．著者名



2017年

〔学会発表〕　計56件（うち招待講演　4件／うち国際学会　14件）

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

MC2021 Molecular Chirality 2021

Pacifichem 2021（招待講演）（国際学会）

Pacifichem 2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小勝負純, 渡辺敬祐, 清水優, 吉田純, 川村出, 佐藤久子

Hisako Sato

Kazuyoshi Takimoto, Shinsuke Ishihara, Jan Labuta, Vaclav Brezina, Daniel Payne, Jonathan P. Hil, Katsuhiko Ariga, Masato
Sumita, Shigeki Mori, Hisako Sato

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

量子カスケードレーザーと顕微計測技術を用いた 赤外円二色性分光システムの開発

Chiral recognition on a solid surface as revealed by vibrational circular dichroism

NMR chiral sensing through dynamic co-ligand exchange in a zinc complex of salen-like ligand

10.1080/15421406.2017.1289602

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Improvement of Molecular Dynamics Simulation Applied to Nematics Doped with Racemic Metal
Complexes

Mol. Cryst. Liq. Cryst. 235-243

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Go Watanabe, Akane Yamazaki, Jun Yoshida 647

 １．著者名



2021年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

錯体化学会　第７１回討論会　オンライン　大阪市立大学

MC2020 Symposium on Molecular Chirality Asia 2020（招待講演）（国際学会）

MC2020 Symposium on Molecular Chirality Asia 2020（国際学会）

錯体化学第69回討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

瀧本 和誉・吉田 純・山岸 晧彦・佐藤 久子

Izuru Kawamura, Hisako Sato

Keisuke Watanabe, Masaru Shimizu, Jun Koshoubu, Jun Yoshida, Izuru Kawamura, Hisako Sato

KazuyoshiTakimoto, Shinsuke Ishihara, Jan Labuta, Katsuhiko Ariga, Jonathan Hill, Masato Sumita, Shigeki Mori, Hisako Sato

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Solid-State Vibrational Circular Dichroism of D-Amino Acid-Containing Tripeptides

Development of Vibrational Circular Dichroism Spectrometer using Quantum Cascade Laser

NMR Chiral Sensing Based on Zinc Complex of Salen-like Ligand with CS Symmetry

振動円二色性分光法の粘土鉱物層間でのキラル金属錯体集合体への適用



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

錯体化学第69回討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MC2019 (モレキュラーキラリティ２０１9）

MC2019 (モレキュラーキラリティ２０１9）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

瀧本 和誉，渡邉 裕，佐藤 久子

吉田　純、原光生、渡辺　豪

吉田　純、原光生、渡辺　豪

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

イリジウム錯体の配位アミノ酸によるキラリティ効果：振動円二色性分光法の応用

八面体型金属錯体をメソゲンとするキラルカラムナー液晶の開発と内部構造解析

分子中心に位置するキラリティーがカラム状積層構造に及ぼす影響: エナンチオ体とラセミ体の比較

固体振動円二色性分光法の分子認識への応用

 １．発表者名

 １．発表者名
佐藤久子、瀧本和誉、山岸晧彦

液晶学会討論会



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IDAR2019 the 4th International Conference of D-Amino Acid Research（国際学会）

DAR2019 the 4th International Conference of D-Amino Acid（国際学会）

Hisako SATO, Kazuyoshi TAKIMOTO, Akihiko YAMAGISHI, Izuru KAWAMURA

Yohei KAYANO, Yumi OZAWA, Hisako SATO, Izuru KAWAMURA

Batsaikhan MIJIDDORJ, Hisako SATO, Yuta MATSUO, Akifumi OYAMA, Kazuyoshi UEDA, Izuru KAWAMURA

佐藤 久子，瀧本 和誉，森 寛敏，山岸 晧彦

IDAR2019 the 6th International Conference of D-Amino Acid Research（国際学会）

第13回分子科学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

APPLICATION OF VIBRATIONAL CIRCULAR DICHROISM FOR DETECTION OF D-AMINO ACIDS IN PROTEINS

SEPARATION OF TRIPEPTIDE PHE-PHE-PHE DIASTEREOMERS BY CROWN ETHER-TYPE CHIRAL COLUMNS AND STRUCTURAL DIFFERENCE AMONG THE
DIASTEREOMERS ON SELF-ASSEMBLY

STRUCTURAL ANALYSIS OF D-AMINO ACID CONTAINING AMPHIBIAN ANTIMICROBIAL PEPTIDES

振動円二色性分光法の無機層間化合物への適用

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

錯体化学第69回討論会

錯体化学第69回討論会

ACS Pubication Symposium Inovation in materials science &tecnology（国際学会）

液晶化学シンポジウム

秦泉寺　良樹, 瀧本　和誉, 渡邉 裕, 佐藤　久子

Akihiko Yamagishi*, Kenji Tamura, Kazuyoshi Takimoto and Hisako Sato

吉田純、渡辺豪、原光生

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hisako Sato, Tatsuya Yamada, Ryotaro Ozaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

幾何異性イリジウム(III)錯体の合成と発光挙動

Application of Solid-state Vibrational Circular Dichroism Spectroscopy to Intercalation Compounds of Clay Minerals:
Recognition of Molecular Chirality within an Interlayer Space

八面体型金属錯体をメソゲンとするカラムナー液晶開発と積層構造の解析
 ２．発表標題

Phosphorus Color Control by Use of the hybrid Langmuir-Blodgett films of Iridium Complexes and Synthetic Saponite Deposited
onto a Metal Substrate

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第63回粘土科学討論会

10th International Conference on Materials for Advanced Technologies（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jun Yoshida, Mitsuo Hara, and Go Watanabe

Hisako Sato, Kazuyoshi Takimoto, Izuru Kawamura, Sumio Aisawa

Kazuyoshi Takimoto, Akihiko Yamagishi, Hisako Sato

立山和憲、吉田純、弓削秀隆

日本化学会第100春季年会

日本化学会第100春季年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Investigation of the molecular stacking structures in chiral columnar phases formed by chiral octahedral metallomesogen

Application of Solid-State Vibrational Circular Dichroism for Layered Double Hydroxides: Intercalation Structure of
Phenylalanine

Real-Time Sensing of Oxygen Molecules by Ultrathin Hybrid Films of Luminescent Iridium(III) Complexes and Clay Nanosheets

酸化体の安定化に向けた、粘土表面への酸化還元活性な金属錯体の吸着

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第62回粘土科学討論会

第69回コロイドおよび界面化学討論会

梅村 泰史, 平原 将也

梅村泰史, 平原将也, 後藤寛紀, 宮内良広

後藤寛紀, 平原将也, 梅村泰史

後藤寛紀, 平原将也, 梅村泰史

第８回CSJ化学フェスタ2018

日本化学会第99春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

エレクトロ・スプレー法を用いた両親媒性４級アンモニウムイオンと粘土ナノシートとの複合薄膜調製

エレクトロ・スプレー法を用いた有機/粘土複合LB膜の調製

可視光により異性化するルテニウムアクア錯体を用いて調製された単分子膜の性質

外部刺激応答性を示すルテニウムアクア錯体単分子膜の性質

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

日本化学会第98春季年会

第2回フォトニクス研究会

瀧本和誉、渡邉裕、山岸晧彦、佐藤久子

Youtaro Goto, Hisako Sato, Yutaka Watanabe

山田達也、尾崎良太郎、弓達新治、門脇一則、佐藤久子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐藤久子、瀧本和誉、山岸晧彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

合成サポナイトに吸着したキラルイリジウム錯体の発光挙動

Syntheses of Multinuclear Pd(II) Complexes with Axial Chirality

干渉法による発光性イリジウム錯体LB膜の発光特性の向上
 ２．発表標題

振動円二色性分光法による固体表面における不斉識別機構の解明

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回粘土科学討論会

第61回粘土科学討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

海崎純男、城谷大、岩松雅子、加藤由美子、佐藤久子、日置亜矢子、梶原篤

小栗睦基、佐藤久子、山岸晧彦、岡田友彦

田島一輝、佐藤久子、山岸晧彦、岡田友彦

山岸晧彦、瀧本和誉、田村堅志、渡邉裕、佐藤久子

第61回粘土科学討論会

第61回粘土科学討論会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

繊維状粘土に取り込まれた光増感配位子を含むランタニド錯体からなる無機有機複合の安定性

キラル分離用HPLC カラム充填剤応用に適したヘクトライト被覆シリカ粒子の合成

ヘクトライト被覆シリカ粒子を用いたトリスアセチルアセトナト Ru （Ⅲ）の TLC 光学分割

粘土鉱物へのイリジウム錯体吸着による発光キラルセンシグ

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平成29年度 電気関係学会四国支部連合大会

第67回錯体化学討論会

山田達也、尾崎良太郎、弓達新治、門脇一則、佐藤久子

Hisako Sato, Kazuyoshi Takimoto,J un Yoshida, Akihiko Yamagishi

瀧本和誉、渡邉裕、森重樹、佐藤久子

後藤勇太朗、渡邉裕、佐藤久子

第67回錯体化学討論会

第67回錯体化学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

干渉を用いたイリジウム錯体LB膜の発光特性

Application of Vibrational Circular Dichroism to Chiral Iridium and Ruthenium Complexes

キラルイリジウム錯体の合成と性質

軸性キラリティを持つ多核パラジウム錯体の合成と性質

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回錯体化学討論会

第67回錯体化学討論会

第67回錯体化学討論会

2017年度 応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会

山岸晧彦、瀧本和誉、田村堅志、渡邉裕、佐藤久子

海崎純男、城谷大、岩松雅子、加藤由美子、佐藤久子、日置亜矢子、梶原篤、山崎鈴子

山田達也、尾崎良太郎、弓達新治、門脇一則、佐藤久子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

佐藤久子、田村堅志、山岸晧彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

光性イリジウム錯体の粘土面への吸着:発光キラルセンシングへの応用

繊維状粘土に取り込まれたランタニド錯体からなる多機能性無機有機複合発光体の光安定性

干渉作用による発光性イリジウム錯体LB膜の発光変化
 ２．発表標題

イリジウム錯体のLB膜を用いた光集約系の構築

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Liquids 2017（国際学会）

Chirality 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jun Yoshida, Go Watanabe

Hisako Sato, Izuru Kawamura, Fumi Sato, Akihiko Yamagishi

Ryotaro Ozaki, Tatsuya Yamada, Kazunori Kadowaki, Hisako Sato

Jun Yoshida, Go Watanabe

Chirality2017; ISCD-29（国際学会）

9th International conference on Molecular Electronics and Bioelectronics（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Cholesteric liquid crystals induced by colored chiral metal complexes

Solid State VCD Spectra of Amino Acids: Effects of Interplay between Two Chiral Centers in Isoleucine

Enhanced emission from hybrid Langmuir-Blodgett films of amphiphilic iridium complexes with the exfoliated nanosheets on a
metal layer

Helical induction in nematic liquid crystals by using chiral metal complexes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本液晶学会

第67回錯体化学討論会

吉田純、田村秀平、渡辺豪、弓削秀隆

吉田純、鈴木康太、渡邊秀代、弓削秀隆

渡邊秀代、吉田純、鈴木康太、弓削秀隆

Yasushi Umemura, Masanari Hirahara

有機結晶シンポジウム

XVI International Clay Conference (ICC), Granada, Spain（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

錯体ドーパントが誘起するコレステリック液晶：ラマン散乱測定によるドーパト・ホスト間相互作用の考察

八面体型金属錯体が形成するカラムナー液晶：中心金属およびキラリティーの影響

二成分系カラムナー液晶の構築を目指した八面体型イリジウム錯体の合成
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